
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

　

課　名 建設課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

事
業
概
要

　○単独維持補修事業・・・地元要望による市道の維持補修工事→１６７路線、路面清掃等→５３路線、修繕→６０路線、
　　 草刈委託→５９路線、道路愛護作業（草刈）→１９７地区に対する補助金の交付

　○長寿命化修繕計画策定事業・・・市道として管理している５２７橋梁について３年計画で修繕計画を策定するもので、
　　　３年目のH２５年度は修繕計画リストを作成

　○市道維持管理事務費・・・維持管理事業に係る事務費

8 2 2 252 頁 道路維持費 市道維持管理事業

目
的

市道の維持管理
対
象

市民

臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

経常 単独維持補修事業 市道維持補修 工事請負費 272,140 193,923 193,923 3

評価
国・県支出金 市債 その他 一般

経常
単独維持補修事業

市道維持補修 工事請負費 75,844 75,569 75,569 3経常
単独維持補修事業
（H24繰越）

市道維持補修 工事請負費 75,844 75,569 75,569 3

臨時
長寿命化修繕計画策定事
業

市道維持補修 委託料 52,000 34,776 22,100 12,676 3

経常 市道維持管理事務費 消耗品費　等 需用費 1,141 1,094

臨時
長寿命化修繕計画策定事
業（H24繰越）

市道維持補修 委託料 17,000 16,045 10,400 5,645 3

1,094 3

計 418,125 321,407 32,500 0 0 288,907
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額） ６．Ｈ２７年度予算の方向性

ｄ

数値 目標 － 目標 －

成
果
指
標

指標名 市道の維持管理 目
標
年
度

－

指標の設定理由

市道の維持管理に必要なため
数値 －

－ － －

目標 目標

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

市道の維持管理
－ －

活
動
指
標

指標 a 要望箇所のとりまとめ ｂ 事業実施 ｃ

事業実施 件
202 件 256 件 220 件

－ － －

－
a

要望箇所の
とりまとめ

件
237

－

件 355 件 263 件

うち経常経費 186,180 35,081 38,034 35,509

課題
c

－ － －

多様化する地元要望にいかに対処するか。
－ － －

ｄ
－ － －

県　　費 829

市　　債

対応（改善点等） － － －

実施事業のふるい分け、優先度を決め実施する。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 方向性

340,797 312,640 321,407

財
源

国　　費 93,250 5,850 32,500 52,000

19,900

理由

163,159
前年並

－ －

b

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

継続的に維持する必要がある。
そ の 他

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3 適正に維持を行っている。

一般財源 246,718 306,790 288,907 91,259

うち経常 186,180 35,081 38,034 35,509

事業費に係る人件費 12,728 13,139 13,512 16,412

内
訳

事業費に係る人役 2.96 3.06 3.10 3.70

着眼点 分析 分析根拠

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 必要な市道維持である。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3 市道維持は市の責任である。

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 3 地元要望に対処している。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3 適正に維持を行っている。

事業の方向性 評価内容

継続 限られた予算の中、早期対応を図ること。
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